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聖書全体の流れをつかむ 

聖書通読 その前に 

聖書の通読ということで、「この一年で今年は絶対最初から最後まで読むぞ」と思っ
て何度挫折したことか。皆さんも多分そうじゃないかと思うのですが。なかなかワクワ
クするような書き方でもないようですし、場所も時代も私たちと関係ないような感じも
しますから、身近なストーリーとしてなかなか読めない。身近なものとして感じる部分
も、たまにはありますけれども、何千年も聖書、聖書と呼ばれて読まれている。でも、
その割には読むことが難行苦行になってしまうというのが問題だなぁと思って、聖書の
通読表というのをいろいろ探すわけですね。いろいろ探すのですけど、何章から何章ま
でと言って、今日はどこだっけっていうような感じでなかなか進まないのですね。 

これは20年ちょっと前に出会った通読表です。何度か読んでいることは読んでいます
ので、全体として分かりにくいものはこのあたりとか、分かりやすいものはこのあたり
とかというような位置付け自体は分かっていました。ほとんど読みにくいのですが、こ
の通読表は7つに分けてくれたのですね。律法、歴史書、詩篇、詩歌、預言書、福音書、
手紙と。7つに分けてくれて、それぞれを一年、52週で読めるように分けてくれたもの
がありました。それで、月火水木金土と7つの種類の味を一週間横に読んでいる感じで
す。普通は縦に読むのですが、横に読んでまんべんなくいろんな味を味わうようにとい
う通読表で、なるほど上手く分けてくれたなと思いました。それで、やっているんです
けど、やっぱり読みにくいんですよね。何で読みにくいのかなということなんですけ
ど、いろんな理由があると思います。自分の歩んでいる道に役に立つ教訓とか、人生訓
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とか処世術が取り出せるのかなと思うと、そんな簡単に取り出せるわけでもない。どち
らかと言うと歩むべき道自体を変えるように言われているのものですよね。小説とか詩
のように、心理描写、情景描写が中心に書かれてるものではないですから、感情移入し
やすいようなものでもない。映画のように後ろにふんぞり返って見ていれば、「あーな
るほど、なるほど」というエンターテイメント的なストーリーでもない。もっと元々の
話ですかね。 

聖書のその基盤がヘブル文化なんですね。中東の今のイスラエルがあるあたりの文化
の書物で、私たちが慣れている西洋のギリシャ的な、西洋的な表現の文化ではないので
す。ですから、表現方法が違っているということです。ヘブル文化なのに、ギリシャ的
な目で見てしまうというのが分かりにくさの大きな原因の一つになっていると思いま
す。真理が抽象的で概念的とか教理的、哲学的、そういう表現ではないのですね。命題
の形で「信仰とはなんぞや」というような「命とはなんぞや」というような書き方では
なくて、「いかに生きるのか」。いのちの話を考える時には、命とはなんだろうってい
うことよりも、「どうやって生きるのか、いかに生きるのが良い生き方なのか」。そう
いうことが書かれていて、読んでいる人に、それをどう生きるのかということを行動す
るように、良い生き方をするように、励ます、教える、導く、そういう書き方になって
います。ですから、哲学的、教理的にその箇所を抜き出して読もうとすると合わない。
そういうのも、読みにくさ、慣れていないというようなことになってくるのだと思いま
す。ステップロジックと言うのですけれど、序論、本論、結論みたいな命題があって、
それを展開して説明して、結論はこうですみたいな表現方法ではないということです。
ですから、私たちの信仰が問題で、怠け者なので途中で挫折しちゃうということもある
のですが、まあ、それよりも私達の書物に対する取り組み方が間違っている。慣れてい
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ない。その方法を改めないと、いつになっても難行苦行になってしまうということだと
思います。最初から最後まで映画を見るみたいに、ずっと見ていけば終わるというもの
ではないのですね。何度も繰り返し大きく見たり、小さく見たりしながら、じっくり読
んだり、ざっくり読んだりしながら、見て読んでいくように書かれている。前のことを
思い出す。思い出しながら、戻っていく。推理小説だったら、「最初にこの問題は何
だ」と言って、最後に種明かしがありますよね。種明かしを見た後に、ストーリーをも
う1回振り返れば、「この時にこうしてたのは、ああなんだ」ということがわかるとい
うようなこともありますよね。ですから、どの小説でも同じだと思うのですけど、繰り
返し読むことによって、その意味が深く細かいところも気づいていくということです。
特にくらべて読んでいかないと、「このストーリーの種がこういう風に展開したんだ
ね」ということを見ながら読んでいかないとつまらない。細切れに見えることがよくあ
りますよね。どこか読んでいたら、この話はここで終わっちゃったというようなことが
あると思うんですけど、そういうものってだいたい最初に書いてあったものが、ここに
こう展開されてるんだねということがわかると、もっと興味深いものとして、読むこと
ができるようになります。 

そういう問題、読み方がまずいなと思っていたんですけども、どうも書き方がどう
なってるのかを知らなかったと。表現方法がどうなっているのか知らなかったというこ
とが、通読が続かない問題だということに気がついていて、聖書の元々のヘブル文化の
ヘブル語の文学の書き方の分け方に従って、読んでいくということをするようになって
きて、それで通読表を新しく書き換えています。書き換えているまだ途中です。 

例えば、これは元々7週に分けた時の通読表なのですけど、創世記から黙示録までが
52週で分かれています。1章から3章、4章から7章と。これは数ですね。1章から3章が
ひとつのストーリーのまとまりになっているからじゃなくて、3章ずつ読むとだいたい
終わるということで、これは量で分けてあるものなのですね。1章、2章、3章というの
は、元々の聖書についてたわけではないのです。聖書には章が付いていません。段落が
ついてないですね。これは1200年代にもう800年前にイギリスの大司教が教えるため
に、いろんな翻訳があって、「あなたのそのイザヤ書のこの言い方っていうところを指
す」のが困って、ざっとつけたんですね。何章、何章と。そうすれば、マタイ5章と言
えば皆同じところが開けるのでつけたもののようです。まあちょうどいい具合にそれぞ
れ分けてくれているので、その後、皆さんがそれを使うようになり、それから300年後
ぐらいに印刷機が発明されて、聖書が印刷される。その時には、今度は印刷屋さんが、
これには節があった方がいいねと言って、節を全部ふって、その時に宗教改革がありま
すから、自分たちが書く本とか文章に、何章何節に書いてあるようにという事をやって
広がっていったものが、この章と節なのです。 

ですから、ちょうどいい具合なんですけれども、文学的に1章から3章じゃなくて、1
章から6章8節までが一つのまとまりだねということは、こういう分け方で読むと間違っ
てしまうので、話が途中で今日の部分が終わってしまったということになってしまうの
で、それを解消しようということで全体を見ながら分けてきました。それで例えば、創
世記は1章1節から6章8節、6章９節から11章26節。これが「2つのまとまりとして似て
いるものとして比べてね」というような書き方になっています。その何章何節という区
切りを文学的に意味のあるところで区切って、なおかつ、これが52個のパーツになって
いますので、その形で確かめて、その内容にふさわしいまとまりで分けたのが、こちら
の通読表の「文学構造編」と書いてあるものです。 

箴言は細かく分け方が違いますので、何章何節というところが随分違っています。イ
ザヤ書は章の区切り自体は、この章を作ってくれたラントン博士、ラントン司教は上手
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にやってくれていますけれども、この43章の21節と22節、ここだけ分けているところ
が違っています。でも1章から5章、6章から12章ということで、あるところは何章何節
という区切りがあり、あるところはそのまま何章から何章というのが分かれているよう
なパーツになっています。詩篇は、1篇から11篇と、19篇から31篇。12篇から18篇と、
32篇から41篇。こういう大きな四つに分かれているので、その中を何個かに分けてや
りましょうと。手紙と黙示録も、ここの中が52個に分かれているということです。とい
うものなんですね。こうやって積み重ねていけば、ある程度、この内容ごとのまとまり
というものがわかってくるということで、この表を作るのに何年かかかっています。
じゃあ、ここに題をつけたらいいんじゃないということなのですけれど、題をつけると
いう事は難しいですね。それは読みながら自分でつけていくということになると思うん
ですけども、それでも量が多いですよね。大きな大きなこのざっくりとした流れを把握
するというのが、聖書の通読の目的になると思うのですけれど、それでも自分でこの長
いものを読んで、その大きな流れをつかむというのは、結構大変な、慣れていないもの
に対してなので、読む前に全体像を把握しておいて、それで読み始めて頂いた方がいい
だろうと思います。 

それで、これが全体像です。私のいろんなものを読んだり、自分で聖書を分析したり
してきた中で出てきた全体の地図ですね。聖書全体の地図で、この中に、三角形のもの
が三つあります。この中に聖書の書物が、どの時代どの役割なのかということで、ここ
に全部、創世記から黙示録まで入っています。 

こちらの紙は何を表してるのかと言うと、アダム、カイン、セツの子ら、ノア。そう
か創世記の最初のところだねということで、ここに出ていますよね。それで、このアダ
ムの話から始まって、最後は新しいエルサレム、黙示録の21章の最後の最後ですね。
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「新しい天と新しい地を見た」というところから21章が始まります。最初は「初めに神
が天と地を創造した」というところから始まります。普通本を見て、最初を見たら最後
はどうなるかなということなんですけど、この最初と最後。最初にストーリーの種が
あった。あーだからこうなったんだという最後の場面が似ているものとして書かれてい
ます。初めの天と地の創造から始まって、新しい天と地の創造で終わる。これが聖書全
体の大きな枠なのですね。 

それで、通読をする前に最初に最初の2章だけ読んでみてください。3章じゃないです
よ。2章だけです。最後の2章だけ読んでください。それでその箇所を比べてみてくださ
い。いろいろな同じもの、同じ場面の最初の創造の場面のリメイクされた場面みたいな
感じ。同じものがあるけど、レベルが全然違うんだってことが分かるような大道具、小
道具、セリフ。同じ場面のように見えるものとして書かれているという事が分かるので
はないかと思います。 

最初はアダムとエバの結婚です。最後は主イエスと教会の結婚、結婚式。結婚式で始
まって結婚式で終わっているというストーリーというのが、この聖書のはじめと終わり
に書いてありますので、初めの結婚と新しい結婚。結婚で始まって結婚で終わると言っ
てしまうと、結論が結婚であるかのように思ってしまうかもしれないのですけど、結婚
は始まりなのですよね。新しい家の始まり。新しい結婚も新しい時代の始まりなので
す。 

結婚、そして新しい結婚。元々のその最初の人間と人間のアダムとエバ、男と女の結
婚は、主イエスと教会の結婚、ここに最後に偉大なる栄光が現される。ここからここに
行くんだよということをこの最初の創造のストーリーと黙示録、この最初と最後の比較
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ですね。相似形みたいな感じです。同じものが似ているのですけども、もっと大きく
て、もっと偉大なものに成長している。誓いがあったり、祝辞があったり、王様は誰
で、ウエディングドレスは何で、というようなことが、その新居、家はどうなっている
かというようなことを見て、この全体のストーリーは、どこから始まってどこに向かっ
てるのかと。この結婚の奥義は偉大ですと言っているのは、エペソ人への手紙で言われ
たりします。 

この聖書のストーリー自体がアダムが作られて、エデンの園が作られた。ここにス
トーリーの種があって、これがずっと歴史を通して、新しいアダムである主イエスと教
会の結婚、これでこの書物が終わるんだと。じゃあ、間はどうなっているのかというこ
とで、見ていかなければいけないというのが、聖書全体のストーリーの一番大切な「は
じめと終わり」ということでしょうか。はじめの創造と新しい創造、はじめの天地と新
しい天地ということです。じゃあ、はじめに作られたこの天地の真ん中にあるこの園、
詳しく説明されているエデンの園というものは、どういうものなのだろうかと。そし
て、そこから追い出されたり、洪水があったり、モーセが出てきたり、ダビデが出てき
たり、これはどういう流れなんだろうかということなんですが、この緑色のこの場所で
すね。四角くて十字架が付いている。これは園、天幕、神殿、新しい神殿。ここは神様
の家なのです。神様の家で、神様に会える場所、神様と共にいる場所、特別に聖い場所
ということですね。神様のいる場所、神様の王座がある場所。いろんな言い方がありま
す。その王座がある場所、その一番特別に祝福されている場所に、最初からアダム、人
は置かれていた。しかし、そこから追い出されたのですね。さらにその園から追い出さ
れたのがカインです。エデンは国の名前です。園から追い出されて、国から追い出され
て、さらには、その子供達は地上から追い出された。これが洪水です。3階建てみたい
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な感じです。1階から落ちて、ここ２階から追い出されて、さらにここ２階から追い出
された。これは約束があって、警告されているにも関わらず、言うことを聞かないの
で、追い出される。約束があるのですね。この赤い丸が何個かありますけど、赤い丸が
ついています。ここに契約、契約と言ったり、約束と言ったり、命令とか、遺言とか、
いろんな言い方があると思うんですけども、契約というのは、約束と、約束を守らなけ
ればその受ける分を失いますよという警告。警告付きの約束ですね。祝福の約束という
のは、祝福は「守らなければ得られませんよ」という警告も含まれてますよね。ただあ
げますという約束じゃないですね。ですから、元々もらうはずの相続分をもらえないと
いう意味で、ここから追い出されることが勘当、相続を剥奪される、囚われる、刑罰を
受ける、滅びる。こういうものが、創造される、救われるという事の反対な感じです。
まず、せっかくもらった園なのに追い出される、剥奪される。相続権を失うのに、また
今度、兄弟を殺してまたそれも失うということで、失うのですけれども、失ったものは
園と国と地ということです。箱に入ってノアが救われる時に、アダムに与えられた約束
と同じようなものを言われます。それが創造と洪水なのですけれど、洪水は再創造で
す。もう一度創造する。それを救いと言ってる時には、救いという言い方がありますけ
ど、救いは再創造する。もう一度新しくされるというのが救いという言葉の中に言われ
ている内容になりますよね。救出されて救われて、もう一度相続を受けられるようにな
りますということで、ここからノアが戻ってくると、地上に人間が戻ってきます。国々
が。この失われた子らが戻ってくるということです。地上が戻ってきたんですね。地が
戻ってきました。地に人々が戻ってきました。今度地上に人々が戻ってくると、この
国、国がもう一度与えられなきゃいけないと。もう一度、国が回復される。それを待っ
ているわけです。アブラハムという人は、この国々の人々の中から選ばれて、「あなた
の子孫は約束の地に入りますよ、偉大な国民なりますよ、大きな国民になりますよ」と
いうことを約束されて、モーセの時代になって初めて、いよいよ、大きな国民になって
いますね。国になっている。この国になっているものを、モーセが連れ出して、新しい
約束の国を作る。モーセの後継者ヨシュアが約束の地でそれをしますね。時間がかかる
戦いですね。ヨシュアが勝ち取ったこの約束の地、それがエデンの国が国としてもう一
度戻ってきたというような状態です。国が戻ってくると、その中心の一番祝福されてい
る園が回復されないと、この落ちていた堕落して落ちていったものが回復する。まだ国
しか回復してないですよね。ヨシュアの時代、ダビデの時代になって初めて、そうだ神
殿、神様の家は、それまでは仮の家なんですね。この天幕というのは仮の家で、移動型
のものだったんですけども、ふさわしい場所、主が選ばれる場所にその家を建てたいと
いうダビデの願いが聞かれて、ソロモンの時代に神殿が建てられました。その神殿が建
てられたというところまでで、一応アダムが失ったものが、ソロモンによって回復し
て、このエデンの園の状態がもっと栄光ある状態として回復しますという事が、ここか
らストーリーとして流れてくるわけです。 

この緑の四角のところをもう少し見てみると、これがアダムとエバの時のエデンの
園、こちらは神殿ソロモンの時の神殿。庭と聖所と至聖所があります。神様はどちらも
共にいてくださる場所、神様の家なので、神様は口のようなものがありますので、語っ
てくれます。教えます。契約の祝福を言う。誓います。口で語ります。目のようなもの
がありますので、目で見て調べてさばく目で見るのです。私たちが祈ったり、叫んだ
り、賛美したりすると、耳がありますので聞いてくださいます。ですので、神様の栄光
ある御顔の光、この御顔の光を照らして私達の方を見てください。見てくれれば私たち
は救われるというような言い方が、詩篇の中にあったりしますけど、お父さんを呼んで
いるのですね。見てください。さばいてください。私たちのことを聞いてこっちを見て
ください。そうすれば、私たちは救われるということで、一緒にいてくれる神様には、
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口と、目と、耳と、そして、顔と、右の手で救ってくれると。実際に行動を起こしてく
れるということがあります。このエデンの園の中で、いのちの木と知恵の木がありまし
た。それでサタンがどこから入ってきたんでしょうか。入ってきてエバを騙しますよ
ね。それで追い出されてケルビムがエデンの園の入り口で見張るということになります
けれど、新しいソロモンの神殿の中にもケルビムの像があったり、いのちの木の象徴の
ようなもの、善悪の知識の象徴のようなもので一度追い出されていますから、祭壇、旋
盤で洗われないと血で贖われて、水であがなわれないともう一度この家には戻れません
と。戻れる人にも祭司、大祭司がいますよね。聖さの順があります。ソロモンがこの神
殿を建てた時に「祈りと願いに御顔を向けてください。私たちが御前に捧げる叫びと祈
りを聞いてください。あなたがそこに名前を置くと約束した場所に、昼も夜も目を開い
て見てください。主の住まいであるこの場所、天で聞いてこれに答えてください。そし
て許してください。」これは神殿を捧げた時の祈りです。まるで、神様がここにいると
いうことをそのまま言っているような感じですよね。その神殿の箇所を見ると、エデン
の園の役割は、そういうものだったのかということが、もっとよくわかるようになりま
す。善悪の知恵といのちの木、これはどういう役割なんだろうということも、ストー
リーを通して見て、同じような場所ですね。同じようなものを見ていくと、この後ろに
あるものの光を当てると、最初のものの意味がもっとよく分かります。最初のものはど
ういうものかが分かっていると、新しいものの意味がまたよくわかりますから、両方を
比べながら見ていく場面として書かれている。それで、ここが(緑の十字架)もらえる場
所ですから、相続の一番大切な場所ですので、いろいろ詳しく説明されているというこ
とになります。それでアダムが落ちて、カインが落ちて、と追い出されたんですけど、
これでソロモンの所に戻りました。残念ながらソロモンもまたアダムと同じように失敗
をします。そうするとソロモンの次の代、ヤロブアム。こういうソロモンの次の代の人
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たちがカインの子孫と同じように、セツの子孫と同じように、神様から離れていって、
イスラエルとユダに兄弟が分裂して、最後はこの人達は奴隷になっていく。奴隷になっ
て受けた土地を失ってしまうのですが、また神様は憐れみ深い神様なので、その囚われ
ているところから、もう一度連れ出してくださる。連れ出してくださった後は、同じ場
所を洗い清めて下さって、すぐに神殿が建てられます。城壁、エルサレムの町が戻っ
て、城壁が建てられて神殿が建てられるのですけど、残念ながらこの時は帝国の支配下
なのですね。帝国の支配下でペルシャ、ギリシャ、ローマの下にいるという状態の神様
の民ということでしたので、このペルシャ、ギリシャ、ローマこういう支配から解放さ
れて新しい神殿が本当の神様の民に与えられると思っている時代に、主イエスキリスト
が来る。そうすると、この上の囲っているところですね。ペルシャ、ギリシャ、ローマ
が倒されると思っていたのですけど、全くもって新しいエルサレム、この古い時代の初
めの天地ではなくて、新しい天地を造ってくださるというのが、この問題に対する解決
だったのですね。それで主イエスが来て、新しいエルサレムを築いていくということに
なるんですけど、この問題から階を移るところですね。3階、1階から2階、2階から3
階、この大きな転換点があるわけです。大きな時代の流れが変わるところですね。これ
が最初のところは、はっきりしているのが、このエジプトから出て約束の地に入る。こ
こが大きな救いのストーリーの雛形、原型になるわけです。 

エジプトから出ます。シナイ山まで来て律法をもらいます。荒野で荒野を通って約束
の地に入るところ、ここで失敗しまして、40年間、38年ですけれど、40年間の荒野の
時代を経て、いよいよ最後、こちら側から約束の地に入ってくるというこの出エジプト
のストーリーです。出エジプトから約束の地へまでのストーリー。これが神様の民が新
しく創造される。奴隷の家から連れ出されて自由を得る、安息を得るというストーリー
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の雛形になっています。雛形になっているという意味は、そのストーリーをいつも思い
出して、神様がどうやって救って、どこから救って何を与えて、どこに向かわせている
のかというのをいつも思い出すようにというストーリだということです。ですので、そ
れを祭りとして規定して下さったんですね。エジプトから出る。これが「過越しの祭
り」です。シナイ山の上で宝物をもらいました。律法をもらいました。これが一番神様
が与えてくださる宝物ですね。この宝物をもらったというところが「7週の祭り」で
す。もらったのにふさわしいかどうか試されて合格したら約束の地に行くはずだったん
ですけど、ここで失敗してしまいました。ここは試される期間ですね。この荒野いよい
よ最後のところで、これから約束の地に入ったら、この教えを携えて守ってくださいね
ということを言われて、約束の地に入っていきますけれども、約束の地に入る時に、
ずっと神様は一緒にいてくれたんだということを忘れるなと。家を建てたら移動して
た。その仮庵に住んいでたことを忘れるな、高慢になるなということが、この約束の地
に入った時の祭り「仮庵の祭り」というものです。仮庵の祭りはこの律法を読んだりし
ます。このストーリーにしたがって、神様はいつも導いてくださるので、この三大祭り
は記念として、1年の中で3回エルサレムに集まって、ユダヤ人たちが祭りを行うものと
いうように規定されています。「脱出して恵みが与えられる。戦いがあって、平和を得
る」というのはイエス様の復活から新しい天と新しい地の創造。この話も同じように、
過ぎ越しの祭りで始まりますよね。マタイもマルコもルカもヨハネも、福音書はクライ
マックスが過ぎ越しの祭りです。それで、使徒行伝で御霊が与えられます。それが7週
の祭りの時です。それでパウロが書いた手紙が13通あります。他の人が書いたものが8
通ありますね。その手紙を通して教えられて、新しい天と新しい地、その完成を目指し
て歩んでいくというストーリーにつながっていく。同じようなストーリーが何回か大き
な流れで書かれることになりますけども、それは新しい創造です。古い時代が終わって
新しい時代が来る。古い時代の終わりの日、古い時代の終わりの日なのです。それは新
しい時代の始まりの日という意味です。そのストーリーの流れが何度かありますので、
そのストーリーの流れも把握しておくというのが、大きな長い聖書全体のストーリーを
見る時に役に立つものだと思います。特別に約束が与えられるところもありますね。そ
の言い方、約束の内容、これを覚えておくと、アブラハムの時の歌この約束がここで聞
かれたんだね。その約束を守らなかったのでここから落ちていったんだねということ
が、繋がりが分かるようになると思います。 

ここに聖書の箇所が入っています。(図を参照してください)書物が書いてありますけ
れども、創世記の1章1節から6章8節、6章の9節から11章、11章27節から50章まで。こ
れはアブラハムの話ですね。そして出エジプト記、レビ記、民数記、申命記、ヨシュア
記。それはこの辺の話です。士師記から第一列王記のソロモンの神殿が建てあげられる
ところまで。士師記、ルツ記、サムエル記、歴代誌、列王記というところは、ここから
ここの話です。第1列王記の12章、第2歴代誌の10章からのところは、このあたりです
ね。イザヤ、エレミヤ、エゼキエル。それはここから国として裁かれていくところ、預
言書というところです。小預言書の12の書物がありますけど、ゼパニアまではこの落ち
ていく方ですね。ハガイ、ゼカリヤ、マラキ。これはこの戻ってくるこっちの後の方で
す。ここはかぶさってる感じです。ダニエルはこの囚われて行っているところの話です
ね。エズラ、ネヘミヤこの歴史書があって戻ってきました。エステル記がこの辺にあり
ます。福音書、使徒行伝、手紙、黙示録。 

創世記の1章1節から6章8節。6章9節から11章26節も一気にここまで行きますね。11
章27節から50章まで。アブラハムのあたりです。アブラハム、イサク、ヤコブ、ヨセフ
と。そして出エジプト記、レビ記、民数記、申命記。この区分で区分分けされていま
す。詩篇と箴言、ヨブ記この辺はどこに行ってしまったんだということなんですが、ヨ
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ブ記、箴言、伝道者、雅歌これは「知恵の書物」と言われますね。箴言、伝道者、雅歌、
これはソロモンが書いたと言われています。ソロモンが書いた、もしくはソロモンのよ
うな人が書いたという書物ですね。ヨブもソロモンに似ている人です。東の大富豪で
す。苦しみの中で知恵のあるヨブの話が知恵という言葉も、よく出てきます。このヨブ
記、箴言、伝道者、雅歌は本物のソロモンはどういうものかということになりますね。
知恵のある知恵についての教えがまとまっていますね。詩篇はいろんな時代、いろんな
人が書いたものが集められています。あるものはモーセが書いたとダビデが書いたとい
うものもたくさんあります。ダビデの後のアサフとかエドトン。別の人が書いたもの書
いた人が分からないもの時代もいろいろのようですですが、詩篇自体は、エズラ、ネヘ
ミヤ。この捕囚から戻ってきた後に編纂されていると言われています。5つの巻物になっ
てるのですけども、その5つの巻物に誰かが集めてきたのですね。ただあったものを並
べた長さ順とか、書いた順とかジャンル別とか時代順とか並べた訳じゃなくて、なんら
かの意図があって編集されたものとして詩篇は編集されています。詩篇はこの流れの中
で言うと、この第2神殿での時代、囚われているように見えますけど、エセキエルの神
殿の幻のように、実は偉大な発展のある状態として、この時代を見るということができ
るんだろうと思います。特に詩篇は、この時代の神殿、本物の神殿のようなものだと
思って、この詩篇というものを読む方が、ただ困った時に読むとか、この時ダビデはど
う思ってたのかなということを読んだりするよりも、もっと大切なものだと思います。
詩篇については、また別の全体の見方を見ることを説明しなければいけないと思います
けれども、詩篇全体で神様と民の新しい愛の関係が、もっと正確に、もっと広く説明さ
れていると、教えられているというのが、詩篇ということだと思います。この詩篇はこ
のあたり(図面参照)の時代のことを表してるものだと思います。 
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旧約聖書、新約聖書。旧約聖書というのはここまで(緑３階建の図)です。創世記から
新約聖書はこの水色のところ、初めの天地の創造新しい天地の創造、これが旧約聖書と
新約聖書というものです。旧約聖書と新約聖書って分かれてるようにも見えますけれ
ど、一つの書物の章が違ってるものなんでしょ。シーズン１とシーズン２。一つの大き
な流れとしてここで切れているようには見えますけども、ひとつのストーリーです。旧
約聖書と新約聖書、書いてある言語がまず違っています。ヘブライ語で書いてあるユダ
ヤ人の言葉で書いてあるのが旧約聖書、ギリシャ語ユダヤ人じゃない国の言語ですね。
ヘブル語からの翻訳を含んでいるギリシャ語で書いてあるのが新約聖書ですので、別の
書物のように見えるから、旧約聖書と新約聖書のページ数もそれぞれに振られていたり
します。 

「初めに神が天と地を創造した。光よあれ。」というところから始まる旧約聖書。
「新しい天と新しい地を見たまことの光が来る」これが新約聖書ですね。見えるものが
目に見えない神様によって作られた。これ初めの天地の創造です。新しい天地の創造は
この世に肉を持つ者として来られたイエス。目に見えるさわれるイエスが、目に見えな
い教会、見えない新しいエルサレムを建てる。これが新約聖書の時代です。古い時代
は、「こうしたら駄目です」と否定形で命令されます。してはならない。十戒がそうで
すね。「してはならない、してはならない、してはならない」新しい時代は何々しよう
じゃないかという肯定的な表現に変わって行きます古い時代は子供に教えてるかのよう
です。父と子の関係ですね。新しい時代は大人に教えてるという状態ですね。中心が
「神様と民、父と子の愛」というのが旧約時代です。新しい時代を「夫と妻の愛、キリ
ストと教会、かしらとからだ」ということが中心になってきますので、大人の愛なので
すね。大人に教えている子供に夫婦の愛の話をしても分かりません。大人に教えてい
る。この愛の話と親子の愛というこの違いが旧約と新約聖書。特に強調点が違ってると
いうことです。古い時代は待っている時代なんですね。預言、約束。「このあと救い主
が来るよ、本物の王様が来るよ」ということを待っている。そして新しい時代は、「い
よいよ、その救い主が来た」という成就の時代。古い時代は、来るべきものの影。食べ
るな、祭り、生贄、安息日、こういう命令はこれから来るものの影なのですね。月が太
陽の光を照らしてるように、本体ではないのですね。本体は「キリストです」というの
が新しい時代。「来るな」というのが古い時代。「来なさい」というのが新しい時代。
こういう古い時代と新しい時代があまりにも違うので、旧約聖書と新約聖書という呼び
方をしますけれども、古い時代の聖書のことを、聖書の中では、「モーセの律法と預言
者と詩篇」という言い方でまとめています。ルカ福音書に24章で言われます。以前の聖
書と新しい聖書ということも言えると思います。 

イエス様が聖書と言った時には、主イエスの前の時代のこの部分しかありませんの
で、主イエスが聖書と言うと新約聖書は入ってないですね。この古いものを聖書と呼ん
でいます。モーセの時に聖書、書物という言い方をする時には、創世記までしかモーセ
は持っていませんので、モーセは聖書と言うと「創世記」のことを指していますね。自
分の時代の後に出エジプト記からヨシュア記までが編纂されて一つの書物としてまとめ
られてるということだと思いますので、モーセの時代、もしくはヨシュアの時代の新約
聖書は、出エジプト記からヨシュア記まで。旧約聖書は、創世記という時代でした。ダ
ビデの時代になると、ダビデ、ソロモンの時代になると、ヨシュア記までが旧約聖書で
すね。その後に追加されていくということで、旧約前の書物と新しい書物、前の書物と
新しい書物ということで書かれて、追加されていったということなのですが、大きな大
きな違いが、この始めの天地と新しい天地というところにありますので、こちらが旧約
聖書(３階建ての図)、これ(青の図)を目指している。これが新約聖書ということですので、
この旧約聖書と新約聖書の中に似ていることがいろいろあります。それでこう書いてあ
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る、こう書いてあるということが福音書の中や手紙の中で、この古い時代の聖書を引用
しているということになりますので、この福音書から黙示録まで読む時に、前のところ
を無視して読むということができないのですね。それで皆さんも通読したいと。全体を
把握することによって、本来のその目的、私たちがどこに向かってるのか。何のために
向かってるのか。どうやってその家に導き入れられるのか。どうやったらその家が完成
していくのか。本来の家になっていくのか。そういうことをこの全体のストーリーから
学んでいくということで、ざっくり見て、ある時は細かくじっくり読んで、その繰り返
しをしながら、そして何度も何度も読みながら比べながら見ていくということが、この
聖書を読むということです。ざっくりと把握するという聖書の通読に是非チャレンジし
て、自分で確かめるというのがすごく大切ですから、確かめて、「ここにあれがある、
ここにこれがある」という事を思い出せるようになりたいですよね。
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